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居
合
道
四
段
以
下
講
習
会

（
前
期

）
　
九
月
六
日

　
そ
こ
に

「
全
剣
連
居
合

（
解

説

）
」
「
居
合
道
中
央
・
地
区

講
習
会
の

(

指
導
上
の
留
意

点

)

」
を

、
組
み
併
せ
構
成
し

ま
す

。

　
今
回
は

、
開
始
線
の
正
し
い

使
い
方

、
特
に
終
わ
り
の
礼
に

は
時
間
を
掛
け
て
理
解
し
て
も

ら
い
ま
し
た

。

　
講
師
は
教
士
八
段
平
野
政

弘

、
教
士
八
段
伊
藤
政
敏
が
担

当
し
ま
し
た

。
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
行
い
ま
し
た

。

　
エ
ア
コ
ン
の
な
い
無
い
体
育

館
で
し
た
の
で
午
後
一
時
三
十

分
に
予
定
ど
お
り
の
内
容
を
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た

。

　
最
後
に
全
員
に
演
武
を
し
て
も

ら
い

、
講
師
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
確
認
を
行

な
い
ま
し
た

。

　
四
十
三
名
中
 

受
審
予
定
者
が

三
十
一
名
で
し
た

。
受
審
対
象
で

な
い
若
手

（
初
心
者
含
む

）
を

、

四
段
以
下
講
習
会
で
育
成
を
考
え

る
支
部
が
増
え
る
こ
と
は
好
ま
し

い
こ
と
と
考
え
ま
す

。

　
四
段
以
下
会
員
の
活
性
化
は
茨

城
県
全
体
の
活
力
に
な
り
ま
す

、

居
合
道
部
に
と

っ
て
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す

。

　
こ
の
講
習
会
は
年
二
回
有
り
ま

す

、
是
非
こ
の
機
会
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す

。

　
令
和
八
年
度
最
初
の
四
段
以
下
講

習
会
は

、
九
月
六
日

、
か
す
み
が
う

ら
市
わ
か
ぐ
り
運
動
公
園
体
育
館
に

四
十
三
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た

。

　
四
段
以
下
講
習
会
の
指
導
の
基
と

な
る
も
の
は

、
左
記
の
全
剣
連
 

審

査
規
則
の
居
合
道
審
査
上
の
着
眼
点

の
八
項
目
に
な
り
ま
す

。

一

、
正
し
い
着
装
と
作
法

二

、
正
確
な
抜
付
け

、
切
り
付
け

三

、
正
確
な
血
振
い

、
角
度

四

、
正
確
な
納
刀

五

、
心
の
落
着
き
　
六

、
目
付
け

七

、
気
魄

（
き
は
く

）

八

、
気
・
剣
・
体
の
一
致

　
の
順
で
す

。
一
か
ら
四
が
三
段
ま

で

、
一
か
ら
八
が
四
段
・
五
段
の
着

眼
点
に
な
り
ま
す

。

居合道部だより
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演武後の個人課題提供 段別演武　ー１

段別演武　ー２ 段別演武　ー３

段別演武　ー４ 段別演武　ー５

段別演武　ー６ 段別演武　ー７


